


議案第５７号 

   令和７年度刈谷市一般会計補正予算（第１号） 

令和７年度刈谷市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９２１，７７０千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７４，１９８，２３０千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（地方債の補正） 

第２条 地方債の廃止は、「第２表 地方債補正」による。 

  令和７年６月１１日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武 
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議案第５８号 

   令和７年度刈谷市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 （総則） 

第１条 令和７年度刈谷市下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

（業務の予定量） 

第２条 令和７年度刈谷市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条第４

号に定めた主要な建設改良事業の管渠施設費を次のとおり補正する。 

    （既決予定量）  （補正予定量） （計） 

管渠施設費 993,964 千円 70,380 千円 1,064,344 千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

   （科  目） （既決予定額） （補正予定額） （計） 

収        入 

第１款 下水道事業収益 3,814,554 千円 74,000 千円 3,888,554 千円 

 第１項 営業収益 1,902,789 千円 54,320 千円 1,957,109 千円 

 第２項 営業外収益 1,911,755 千円 19,680 千円 1,931,435 千円 

支        出 

第１款 下水道事業費用 3,814,513 千円 74,000 千円 3,888,513 千円 

 第１項 営業費用 3,564,730 千円 74,000 千円 3,638,730 千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

   （科  目） （既決予定額） （補正予定額） （計） 

収        入 

第１款 資本的収入 1,534,486 千円 70,380 千円 1,604,866 千円 

 第１項 企業債 410,500 千円 70,300 千円 480,800 千円 

 第２項 出資金 892,467 千円 80 千円 892,547 千円 

支        出 

第１款 資本的支出 2,394,574 千円 70,380 千円 2,464,954 千円 

 第１項 建設改良費 1,075,260 千円 70,380 千円 1,145,640 千円 
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（継続費） 

第５条 令和６年度刈谷市下水道事業会計予算第５条に定めた継続費を次のとおり

補正する。 

（単位：千円） 

款 項 事 業 名 

補  正  前 補  正  後 

総 額 年度 年 割 額 総 額 年度 年 割 額 

１資本的 

支 出 

１建 設 

改良費 

公 共 

下 水 道 

汚水整備 

事 業 

992,027 

６ 285,996 

1,062,407 

６ 285,996 

７ 356,580 ７ 426,960 

８ 349,451 ８ 349,451 

（企業債） 

第６条 予算第５条に定めた起債を次のとおり補正する。 

                               （単位：千円） 

起債の目的 

補    正    前 補    正    後 

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

下水道事業 410,500 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

4.0％以内 

（ただし、 

利率見直し

方式で借り

入れる政府

資金等につ

いて、利率 

の見直しを

行った後に

おいては、 

当該利率見

直し後の利

率） 

政府資金等

融資条件に

定めのある

場合はその

条件によ

り、銀行そ

の他の場合

にはその債

権者と協定

するものに

よる。ただ

し、企業財

政の都合に

より据置期

間及び償還

期限を短縮

し、若しく

は繰上償還

又は低利に

借換えする

ことができ

る。 

480,800 

普通貸借 

又  は 

証券発行 

4.0％以内 

（ただし、 

利率見直し

方式で借り

入れる政府

資金等につ

いて、利率 

の見直しを

行った後に

おいては、 

当該利率見

直し後の利

率） 

政府資金等

融資条件に

定めのある

場合はその

条件によ

り、銀行そ

の他の場合

にはその債

権者と協定

するものに

よる。ただ

し、企業財

政の都合に

より据置期

間及び償還

期限を短縮

し、若しく

は繰上償還

又は低利に

借換えする

ことができ

る。 

令和７年６月１１日提出 

                   刈谷市長  稲  垣     武               
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